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平成20年
2月 ・福井県地域共同リポジトリ構築について検討開始
・福井地区大学図書館協議会において共同リポジトリ構築構
想の説明及び参加協力の要請
4月 ・CSI委託事業（領域1）提案書提出（6月内定通知）
6-8月 ・共同リポジトリシステムの仕様書作成、業者決定、発注
11月 ・福井地区大学図書館協議会で臨時会議を開き共同リポジト
リの参加を募る（12月に全機関の参加決定）
・共同リポジトリシステムサーバ導入
月 県立図書館 県文書館の共同リポジトリ の参加決定12 ・ 、 へ
・コンテンツの登録開始
平成21年
3月 ・担当者連絡会開催
・共同リポジトリ発足式、公開
平成18年度、平成19年度とCSI委託事業に提案書を提出
するも、いずれも不採択・・。仕方なく、平成19年度に
自力で福井大学学術機関リポジトリを立ち上げる
平成20年度は何としてもCSI委託事業経費を取る！！
そのためには？
アピール度の高いことを企画しなければならない
そこで白羽の矢を立てたのが、
広島大学及び山形大学で立ち上げている『共同リポジトリ』
福井大学でも同じことができないか
ハ ドルが高いがチャレンジ！！ー
広島大学の『HARP』、山形大学の『ゆうキャンパスリポ
ジトリ』にはない『CRFukui』の独自性を出す
大学や高専だけでなく県内の公立図書館や研究機関
等も取り込む
県内の多くの機関を取り込むことで CRF k i を、 u u
『福井県の知の拠点』となる存在にする
CRFukui は、福井大学の単独リポジトリである福井大学
学術機関リポジトリ UFR とは別のリポジトリシステムとし
て構築し 福井大学のコンテンツも含める、
UFR
学術成果物のみを収録対象とする（論文、研究報告、
学位論文等）
CRFukui
学術成果物だけではなく、広報誌等の刊行物、貴重書
等を収録対象とする
当該機関や地域の特徴を表すものであれば ＯＫ
⊂CRFukui に福井大学のコンテンツを含めるのなら、
UFR は必要ないのでは？
福井大学の教員にとっては UFR がメイン、
CRFukui は副産物としたほうが無難と判断
CRFukui は福井県内機関のリポジトリ横断検索
システムという位置づけ
CRFukui に福井大学のコンテンツも含めるために、UFR と CRFukui の
両リポジトリに福井大学のコンテンツが存在することに
NII、OAIサービスプロバイダからのハーベストが重複（バッティン
グを起こす）
CRFukui は、福井大学のメタデータだけハーベストを受けない
仕組みとする
ＮII，
OAIサービスプロバイダ
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UFRCRFukui
メタデータ
CRFukui の参加機関をOAI-PMHのSetSpec毎に振り分ける
選択ハーベスト（ NIIの技術的サポート）
「JAIRO」において機関別にメタデータの登録が可能
1つのリポジトリシステムでありながら、あたかもそれぞれの機関が
リポジトリシステムを立ち上げているかのように登録
（ある機関からの感想・・・面映ゆい感じもするが、誇らしくもある）
JAIRO機関一覧
福井県地域共同リポジトリ発足式（平成21年3月27日）
参加10機関が「発足趣意書 を取り交わす 協働意識を高める」
（新聞4紙掲載、テレビでも放映）
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登録コンテンツ数が伸びない
（登録 テ がまだ 件 と ろも）コン ンツ 0 の こ
・サポート不足は明らか
・担当者の連絡会、勉強会は必要不可欠（スキルアップ）
・広島大学のHARPの活動を見習う
参加機関の金銭的負担
・現在は参加機関の金銭的負担はなし
・共同リポジトリを運営していく上で、今後も参加機関から金銭的負
担を求めることは難しいか・・ 負担がないことで参加の同意を得
た機関もある
・負担を求めれば参加機関を拡充していく上では明らかにマイナス
現在の参加機関が独立してリポジトリを立ち上げた場合
・対応として、福井大学の独自リポジトリと同じようにその機関のコ
ンテンツメタデータをハーベストする
独自リポジトリシステム側のカスタマイズも必要
システム構築業者が違った場合の対応が問題
参加機関の拡充はどこまでできるか
・小さな公立図書館が参加することのメリットを見いだせるか
・県内の研究機関に対して独自交渉？
余力はあるのか まず現在の参加機関での運営体制を確立・ ・・・
機関リポジトリと業績データベースとの連携
（平成21年4月から稼働）
業績データベースへの論文
登録作業（W b操作）
学内教員
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フラッグの付いた論文データ
を定期的に抽出（Web操作）
ご静聴ありがとうございました
